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一般的な投資判断の方法 

 
株式投資では、ＰＥＲ（株価収益率）やＲＯＥ（投下資本利益率）などの投資指標が使われるのが一

般的です。しかし投資を広義にとらえると、ビジネスも１つの投資であるといえます。そしてビジネスで

は、上記のような指標以外にも様々な指標が使われています。今回はその中でも一般的なものにつ

いて軽く説明します。 

 

正味現在価値（Net Present Value） 
ＮＰＶは、将来のキャッシュフローの現在価値の合計額から、当初の投資金額を差し引いた純利益

額と定義されています。計算式は以下のとおりです。 
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例題：初期投資額が 500万円で、１年目に 100万円、２年目に 110万円、３年目に 120万円、４年目
に 130万円、５年目に 140万円が手に入る案件の場合。なお割引率は２％とする（単位：万円） 
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ＮＰＶを用いると、上のような結果となります。つまりＮＰＶとは、投資によってどれだけの利益が得ら

れるのかを表す指標ということになります。そのためＮＰＶは、その投資が利益を生むのかどうか、ある

いは他の投資案件と比べてどちらが優れているのかを比較するために使われます。 

 

 

 
 
 
 
 

 
ＮＰＶ＞０ ：そのプロジェクトに投資すべきである 

ＮＰＶ＜０ ：そのプロジェクトに投資すべきではない 

ＮＰＶ＝０ ：そのプロジェクトに投資しても利益は出ない 

◇ＮＰＶのルール◇ 



内部収益率（International Rate of Return） 
ＩＲＲとは、ＮＰＶが０になる割引率を求めることによって、その投資の収益率を算出する方法のこと

です。つまり、投資に対する利益がプラスマイナス０となる利率を求め、その利率を割引率や他の投

資のＩＲＲと比較することによって、投資判断を行います。 

ＩＲＲの計算式は以下のとおりです。 
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先ほどの例題を計算すると、6.04％という数字になります。 
ＩＲＲはＮＰＶと違い、割引率を決める必要がないため比較的使いやすく、そのため多くの企業で使

用されています。 
 
 
 
 
 
 
 
なお、ＮＰＶとＩＲＲとで結果が異なる場合は、ＮＰＶルールに基づいて意思決定を行います。何故

なら、投資の目標はリターンを高めることではなく、利益を上げることです。利益の絶対額が大きくなる

ような選択肢を選ばなくてはなりませんから、ＮＰＶルールを優先することになります。 
またこの他にも、初期投資を回収する期間から判断する資金回収期間ルール（単位：年）という投資

判断の方法もあります。 
 

 
 
参考：石野雄一（2005）『道具としてのファイナンス』 日本実業出版社 
 
 

 
ＩＲＲ＞割引率 ：そのプロジェクトに投資すべきである 

ＩＲＲ＜割引率 ：そのプロジェクトに投資すべきではない 

ＩＲＲ＝割引率 ：そのプロジェクトに投資しても利益は出ない 

◆ＩＲＲのルール◆ 


